[bookmark: _Hlk111026236]地域創生科学研究科博士後期課程授業料免除申請要項
（令和８年度前期）

１．申請資格　（以下の要件を全て満たすこと）
①博士前期課程（修士課程）修了後２年以内に、本学地域創生科学研究科博士後期課程 に入学していること。
②社会人特別選抜入試、外国人留学生特別選抜入試による入学ではないこと。
③定職（自営業を含む）を有さず、主たる身分が学生であること。
④年間給与収入が240万円以下の者であること。（※）
⑤年間課税所得が120万円以下の者であること。（※）
　※日本学術振興会特別研究員-DC採用者に対する研究奨励金については、年間給与収
入及び年間課税所得の算定上含まないものとする。
⑥日本国籍であること。日本国籍以外の場合、法定特別永住者として本邦に在留する者、 永住者及び日本人の配偶者等又は永住者の配偶者等の在留資格をもって本邦に在留する者であること。
⑦長期履修学生（申請予定の者を含む）でないこと。
⑧最短修業年限以内（ただし、休学期間は含めない）の学生であること。

２．申請手続き
申請書類を揃えて、指導教員経由で陽東キャンパス事務部地域創生科学研究科係に提出してください。（提出期限　令和８年４月10日（金））
　　
３．申請書類
・様式１（申請書）
・様式２（推薦書）※指導教員に記載を依頼してください。
・在留資格が確認できる書類（日本国籍以外の場合）
・申請者の令和７年度（令和６年分）（非）課税証明書（自治体によっては「所得証明書（課税額の記載が有るもの）」）
・2025年１月２日以降に収入（所得）が新たに発生した場合は､その金額が分かる証明書類（労働条件通知､直近３か月分の給与明細、年金振込通知書等）
・110円分の切手を貼付した長形３号の返信用封筒（封筒には、選考結果の送付を希望
する住所/宛名(様を付けておく)/研究科名/学籍番号を記入すること）
　・令和７年度日本学術振興会特別研究員に採用されている方は「日本学術振興会特別研　　　　　　　　
　　究員受入許可書」の写し

４．選考結果等について
・７月下旬を目安に申請書に記載された住所宛に郵送で選考結果通知を送付します。
選考結果は、「全額免除」か「不許可」のいずれかとなります。
・一般の授業料免除（４ページ以降「大学実施の免除申請について」）と併願されている場合は、選考結果が有利な方で認定します（３ページ参照）。
・選考結果が「全額免除」以外の場合は、通知で指定された期日（８月後半）に口座振替により納付して頂きます。振替日は大学に登録頂いた金融機関によって異なりますので、選考結果の通知に同封するご案内によりご確認ください。
期日までに納付がない場合は、宇都宮大学大学院学則第48条の規定により除籍となります。

・選考結果について問い合わせしたい場合は、申請者本人が学生証を持参の上、申請した窓口に来てください(個人情報を含むため、電話での問い合せには対応できません)。

































様式１

地域創生科学研究科博士後期課程授業料免除申請書
（令和８年度前期）

令和　　年　　月　　日

宇都宮大学長　殿

学籍番号　　　　　　　　　　　　
学　　年　　　　　　　　　　　　
氏名（自署）　　　　　　　　　　　
指導教員名　　　　　　　　　　　

　私は以下の要件を満たすことを確認し、必要書類を添えて授業料免除を申請します。申請内容に虚偽があり、免除が取り消された場合は、所定の授業料を納付いたします。

１．要件の確認　☑を入れ、必要事項を記入してください。
□修士課程（博士前期課程）修了後二年以内に本学博士後期課程に入学し、最短修業年限以内（休学を除く）の学生であること
博士前期課程（修士課程）の修了時期　　　　年　　月
　　本学博士後期課程の入学時期　　　　　　　　年　　月
　　本学博士後期課程における休学期間（該当に○）　有　・　無
　
□社会人特別選抜入試、外国人留学生特別選抜入試による入学ではないこと
　　（該当に○）　一般選抜入試 ・ 推薦特別選抜入試

□日本国籍であること。日本国籍以外の場合、在留資格が法定特別永住者、永住者、日本人の配偶者等、永住者の配偶者等であること
　（該当に○）　日本国籍 ・ それ以外の国籍　在留資格（　　　　　　　　　　　）

□定職（自営業を含む）を有さず,主たる身分が学生であること

□年間給与収入が240万円以下かつ課税所得が120万円以下であること
（□年金収入あり　該当に○　老齢年金 ・それ以外の年金）

□長期履修学生（申請予定の者を含む）でないこと

２．申請者連絡先（※結果通知等の際に使用します）

①現住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

②電話番号：　　　　　　　　　　　　　
　
③メールアドレス：

様式２


地域創生科学研究科博士後期課程授業料免除推薦書
（令和８年度前期）

令和　　年　　月　　日

宇都宮大学長　殿

指導教員名（自署）　　　　　　　　　　　



　
　私が指導する学生（学籍番号　　　　　　　氏名　　　　　　　　　）について、申請要件を満たすことを確認し、推薦いたします。

　（以下、当該学生の状況についてご説明ください。）

記入例
　　当該学生は、○○大学大学院博士前期課程（修士課程）を○年○月に修了後、本学博士後期課程に○年○月に入学し、現在○年生です。
　　
　　現在定職はなく、アルバイトをしていますが、年間給与収入は〇〇万円以下の状況です。
　　また、本学の長期履修学生の認定は受けておらず、今後も長期履修を申請する予定はありません。

　　研究分野は○○であり、授業料免除を受けることで研究に専念することができ、研究成果を十分に上げることが期待できます。


　以上の理由により、当該学生を推薦いたします。
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